
 

明治150年記念資料小展示「文書館資料にみる幕末・明治の人・物・文化」

第6回

明治初年 大村益次郎の手紙

▽当館所蔵「大村益次郎文書」は、大村家に伝来した大村益次郎に関する文書群です。

この中には、幕末から明治初年にかけ、木戸孝允をはじめとするさまざまな人びとから

大村に宛てられた多数の書状とともに、大村が父に宛てた書状９点、妻琴に宛てた書状

４点が残されています。

▽後年大村は、その功績から、「近代軍制の創始者」「軍神」とも称された人物です。ま

た司馬遼太郎『花神』では、天才的な軍才をもった合理主義者、ただし無愛想で少し気

難しい人物として描かれています。

▽当館に残る父や妻宛ての書状からは、等身大の大村を垣間見ることができます。今

月はその中から、明治2年（1868）8月25日に妻琴へ、同年10月18日に父へ宛てた大村

の書状を紹介します。大村が滞在先の京都で兇徒に襲われ（9月4日）、その傷が元で命

を落とす（11月5日）直前の手紙です。倹約家としての大村、父親思いの大村の姿をそこ

に見ることができます。

▽なお、平成29年度、これらを含む大村益次郎関係の文書106点を、当館古文書実践

講座の受講生（第１班）が解読しました。
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と
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手
紙
の
大
ま
か
な
意
味 

 

代
筆
に
て
失
礼
し
ま
す
。 

手
紙
を
お
送
り
し
ま
す
。
寒
い
季
節
で
す
が
、
お
父
上
に
は

ご
機
嫌
良
く
お
過
ご
し
と
の
こ
と
で
喜
ば
し
く
存
じ
ま
す
。

私
で
す
が
、
先
日
、
琴
を
大
坂
（
療
養
中
の
大
村
の
元
）
に
遣

わ
す
よ
う
頼
ん
だ
時
に
容
体
を
詳
し
く
申
し
上
げ
ま
し
た
よ

う
に
、
こ
の
ご
ろ
は
い
た
っ
て
順
調
で
す
。
食
事
も
よ
く
進

み
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
お
気
遣
い
は
無
用
に
し
て
く
だ
さ
い
。

回
復
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
の
は
膝
の
傷
で
す
が
、
こ
れ

も
な
ん
と
か
年
末
ま
で
に
は
全
快
す
る
だ
ろ
う
と
医
師
ボ
ー

ド
イ
ン
も
申
し
て
い
ま
す
。
朝
晩
、
指
折
り
数
え
て
快
復
す

る
日
を
楽
し
み
に
待
つ
だ
け
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
ご
安

心
く
だ
さ
い
。
フ
ラ
ン
ネ
ル
（
毛
織
物
）
の
肌
着
を
一
枚
送

り
ま
す
の
で
、
着
用
し
て
こ
れ
か
ら
の
寒
さ
を
し
の
い
で
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
御
見
舞
ま
で
に
て
。 
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な
お
、
こ
れ
か
ら
の
寒
さ
に
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を
付
け
て
く
だ
さ
い
。 
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明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
七
月
、
大
村
益
次
郎
は
、
新
政

府
の
兵
部
大
輔
（
兵
部
省
の
実
質
的
ト
ッ
プ
）
に
任
命
さ
れ
ま

す
。
さ
っ
そ
く
大
村
は
軍
制
改
革
に
着
手
し
ま
す
が
、
そ
の

方
針
に
は
反
対
勢
力
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
九
月

四
日
、
大
村
は
滞
在
先
の
京
都
で
兇
徒
に
襲
わ
れ
ま
す
。
奇

跡
的
に
一
命
を
取
り
留
め
、
一
時
は
回
復
す
る
と
思
わ
れ
た

も
の
の
、
病
状
は
次
第
に
悪
化
し
、
医
師
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
の

治
療
の
甲
斐
な
く
、
十
一
月
五
日
死
去
し
ま
し
た
。
享
年
四

五
歳
。 

 
 

こ
の
手
紙
は
、
死
の
半
月
ほ
ど
前
、
明
治
二
年
十
月
十
八

日
に
国
元
の
父
親
（
藤
村
孝
益
、
在
秋
穂
、
明
治
三
年
〈
一
八

七
〇
〉
死
去
）
へ
送
っ
た
も
の
で
す
（
た
だ
し
代
筆
）。
自
分

の
病
状
は
心
配
い
ら
な
い
と
述
べ
（
実
際
に
は
、
二
十
七
日
、

右
大
腿
部
の
切
断
手
術
を
受
け
ま
す
）、
む
し
ろ
父
の
身
を
案

じ
、
寒
さ
を
し
の
ぐ
フ
ラ
ン
ネ
ル
（
毛
織
物
）
の
肌
着
を
贈

っ
て
い
ま
す
。
病
床
に
あ
っ
て
も
老
父
を
思
う
、
父
親
思
い

の
大
村
を
偲
ば
せ
る
内
容
で
す
。 
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（
大
村
益
次
郎
父
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も
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廿
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廿
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○
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、
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と
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御
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り
可
被
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○
た
ゝ
み
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四
ま
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向
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の
た
ゝ
み
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江
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、
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五
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手
紙
の
大
ま
か
な
内
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故
郷
の
み
な
さ
ん
い
ず
れ
も
ご
無
事
と
の
こ
と
で
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。 

 
 

私
も
七
月
二
十
七
日
に
東
京
を
発
ち
、
木
曽
路
を
通
っ
て

無
事
八
月
十
三
日
に
京
都
に
着
き
ま
し
た
。
御
用
の
た
め
二

十
日
大
阪
に
行
き
、用
が
済
み
次
第
い
っ
た
ん
京
都
に
帰
り
、

九
月
十
五
日
に
は
船
で
こ
ち
ら
を
発
っ
て
帰
郷
す
る
予
定
で

す
。 

○
こ
の
た
び
桜
井
慎
平
が
帰
郷
す
る
と
の
こ
と
な
の
で
、
彼

が
帰
っ
た
ら
、
帰
郷
祝
い
と
し
て
肴
な
ど
贈
っ
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。 

○
家
の
畳
十
四
枚
ほ
ど
向
山
の
畳
屋
に
急
ぎ
頼
ん
で
お
い
て

く
だ
さ
い
。
畳
の
床
は
中
ぐ
ら
い
の
も
の
で
十
分
で
す
よ
。 
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益
次
郎 

  
 
 

琴
へ 

    

 

２ 

解 

説 

大
村
が
京
都
で
襲
撃
さ
れ
る
十
日
ほ
ど
前
、
国
元
の
妻
琴
に

宛
て
た
手
紙
で
す
。七
月
二
十
七
日
に
東
京
を
発
っ
た
の
ち
、

八
月
十
三
日
に
京
都
に
着
き
、
二
十
日
に
は
大
阪
に
向
い
、

大
阪
で
の
用
が
済
み
次
第
い
っ
た
ん
京
都
に
帰
り
、
九
月
十

五
日
に
船
で
帰
郷
す
る
予
定
と
伝
え
て
い
ま
す
。 

 
 

帰
郷
に
あ
た
り
、琴
に
家
の
畳
替
え
を
命
じ
て
い
ま
す
が
、

大
村
は
、
畳
は
中
ぐ
ら
い
の
（
品
質
の
）
も
の
で
よ
い
と
注

意
し
て
い
ま
す
。
新
政
府
の
高
い
身
分
（
兵
部
省
の
実
質
的

ト
ッ
プ
）
に
な
っ
て
も
、
大
村
が
倹
約
家
と
し
て
の
一
面
を

失
っ
て
い
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
内
容
で
す
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（
明
治
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年
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（
明
治
二
年
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明治2年10月18日 大村益次郎書状（父宛て） *大村益次郎文書37

明治2年8月25日 大村益次郎書状（妻琴宛て） *後半部分／大村益次郎文書41


	3001資料01.pdf
	3001資料２３.pdf
	3001資料04.pdf

